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下水道ＢＣＰの策定による栃木県内自治体間の
連携強化

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

とちまるくん

第１回目の下水道ＢＣＰ策定研修会を行う前までは、ＢＣＰを作成することに疑問や不
安を感じている自治体もあったため、個別に防災計画との違いや策定意義を説明したり、
業務の負荷を少なくする方法を検討しました。研修会後は率先して作成を行うところには
他の自治体の相談に乗るように働きかけ、双方のモチベーション向上を図り、成果を互い
に確認するなど、策定への動機付けを行いました。

　栃木県では市町の下水道ＢＣＰ策定や訓練実施などを支援し（ＢＣＰ策定・訓練実施率県内 100％）、災害
対策に関する情報共有の場を作ることで、県内自治体間の連携を強化し、大規模地震等に対する災害対応力を
高める取組みを進めています。また、県内市町による下水道ＢＣＰ連絡協議会の設立（県内５ブロック）など、
将来的に小規模自治体の支援を想定した体制づくりを進めています。


